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◆理事・役員（2011.7～2012.6）◆本日のプログラム

◆次回のプログラム

「親睦の絆で高める奉仕の心」

「ロータリーは人をつくる」

2011～2012年度 国際ロータリーのテーマ
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－１－

出席の状況
会員数　50名（内出席免除　４名）　出席者数　37名　欠席者数　13名
出席率　77.08％　　前々回訂正　91.67％　　　　
欠席者　藤岡，藤原，市川，入江，小松原，中西（敏），西岡，高橋（裕），髙倉，丹治，横山，
　　　（平野），（中西（広））

S . A . A . 　 　　
・花房様、藤岡様、先日のひな壇食事会、
ごちそう様でした。後半もがんばってま
いります。
・昨日の、キラリ応援隊の参加、仕事で行
けなくなってしまい申し訳ありませんで
した。
・昨日の後楽園清掃は、仕事のため途
中で抜けて申し訳ありませんでした。山
田さん、家族を家まで送り届けていた
だきありがとうございました。
・日笠さん、本日は内部卓話をお引き受
けいただきありがとうございました。

昨日は社会奉仕で、大饗さん、大変お
世話になりました。久しぶりにロータリー
の奉仕活動が出来ました。最高でした。

昨日もまたまた晴れ女の精が役に立ち、
さわやかな晴天の下後楽園の落ち葉
清掃を行うことができました。理大附属
の生徒さんをはじめ40人の方の多数の
参加を頂きまして、1時間30分しっかり落
ち葉かきに精出し、達成感に満足して
帰りました。
・昨日の後楽園清掃にご参加の皆様お
つかれさまでした。久々に充実感と達
成感で心もきれいになりました。大饗社
会奉仕委員長、ご苦労様でした。
・ひな壇食事会では、花房副会長、ごち
そうさまでした。ありがとうございました。

幹 事 報 告　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　  幹　事　原　　　全　伸
・昨日の後楽園清掃にご参加いただいた皆様、お疲れさまでした。先週に引き続き「晴れ女」大饗会員のお陰でさ
わやかな天気に恵まれ、会員・ご家族に理大インターアクトの学生も加わって40名、毎日落葉の掃除をされている
高橋（峯）会員の手際よさを見習いながら約１時間半、とても充実した社会奉仕活動を行うことができました。
・市川会員より腰を痛められたのでしばらく静養なさりたいとの連絡がございましたので、出席免除の規定を適用
させていただきます。
・次週、12月5日は坪井雅弘様の入会式とクラブ年次総会となっておりますので全員出席のほどお願いします。
・タイ洪水被害への義援金の件、12月5日まで例会場の受付に募金箱を設置しますので、ご協力お願いします。

前回11月28日の例会記録前回11月28日の例会記録

21日IDMにて、レストラン「カラビーナ」で
美味しいワインを楽しくいただきました。
新入会員は無料でしたのでスマイルし
ます。

先日はIDMに参加して楽しい一夜を過
ごしました。感謝の気持ちでスマイルしま
す。

先日は私共の結婚記念日に豪華な花
束をお届け下さり、誠に有難うございま
した。

新入会員として坪井雅弘様をお迎えす
ることが出来ましたことに対しスマイル
致します。本日新入会員オリエンテー
ションも何事も無く終了しております。会
員の皆様どうか宜しくお願いします。

・昨日の後楽園清掃お疲れ様でした。先
週に引き続きいい汗かきました。
・花房さん、先日はありがとうございま
した。

・昨日、キラリ応援隊後楽園清掃に参加
の皆様、お疲れ様でした。
・花房副会長、先日はごちそうさまでした。

以上，11件　36,000円（累計　516,500円）
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内 部 卓 話　

「不動産の鑑定評価、特に収益還元法について」　
　　日笠　常信  会員

後楽園一斉清掃　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　  社会奉仕委員長　大　饗　よし江
　11月27日㈰の朝９時より、キラリ応援隊の清掃活動に参加してきました。メンバー20名と家族、岡山理科大学の
関係者の方 と々、一般参加者、ＪＲ西日本岡山支社のみなさま方が集まりました。当日は天気も良く、100人以上の
参加者で、おっきいビニール袋、50個以上の落葉を回収しました。子どもたちも熊手や竹ほうきを手に取り、一生懸
命手伝ってくれました。秋の後楽園を楽しみに来られたお客様が気持ち良く散策できるように清掃しましたが、
我 も々ロータリー活動で貢献できたことを実感し、気持ち良くお手伝いできました。毎年されてる活動なので、来年
もお手伝いできればと思います。

寄　稿　文　　  　　   　　　　　
「還暦記念登山－八ヶ岳に登る－10月8日～10日」①　　岡本和夫  会員
　八ヶ岳は東西と南にゆったりと裾野を広げ、南北に細長い山塊である。数年前、蓼科山と甲斐駒ヶ岳に
登った際、その品格のある山容に魅せられ、登頂を果たそうとずっと心に温めていた。還暦の今年、ついに
実現する日がやってきた。八ヶ岳は夏沢峠によって、北八ツと南八ツに分かれるが、通常「南八ツ」を指すこ
とが一般的である。南と北では植生も山容も全く異にしており、当然危険度も違う。「八」は単に多数を意味
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－３－
　　会報部会／小菅英司・堀川辰也・渡辺晋一・鴨井利典

するともとれるが、西の俎原（まないたはら）方面から見て、ほぼ弧状に、西岳、編笠山、権現岳、阿弥陀岳、赤岳、横岳、硫黄岳、峰の松目と八つの
頂が連座している。今回はその主峰である赤岳を硫黄岳、横岳を経てめざすことにした。
　いつも通り正午過ぎに妻と出発した。諏訪ICで降り、今回登行を共にする次男が新潟からやってきて、一緒に夕食を摂った。すっかり日も暮れた
中を、別荘地でもある美濃戸口をめざして車を走らせた。ここから宿泊地の美濃戸までの林道は悪路で、しかも夜間であり慎重にハンドルを握った。
入浴後、しんしんと冷えてくる中、眠りについた。
　翌朝6時、雲ひとつない絶好の登山日和となり、期待に胸を膨らませながら美濃戸（1,721ｍ）を出発した。２軒の山荘の先で道は二つに分かれ
ており、北沢を辿るルートを採った。しばらくは林道を進み、ゆっくりと高度を上げていく。やがて林道は終わり、再び道はふたてに分かれた。沢沿い
のコースを辿り、幾度か沢を渡って赤岳鉱泉（2,236ｍ）に達した。8時であった。ナナカマドやカエデの赤が少なく、紅葉の美しさには少々物足りな
かった。赤岳鉱泉の頭上には「大同心」「小同心」の巨大岩峰がそそり立っており、稜線から幾筋もの急なやせ尾根が垂れている様から、気象の
厳しさを推し量った。簡単に朝食をすませ、標高差500ｍ余りを硫黄岳をめざして出発した。沢を越したあたりから、道はジグザグを繰り返してしだ
いに急になり、やがて木々の間から視界が開け、南方面には鋸岳の向こうに仙丈岳、南西方面に木曽駒ヶ岳をはじめとした中央アルプスの峰々
が望め出した。植生がハイマツに変わって程なくして、「赤岩の頭（2,656ｍ）」という禿げたのびやかな稜線に到着した。ここから砂礫の道を辿り、突
っ立った巨岩の下を巻いて広 と々した硫黄岳（2,760ｍ）の山頂に立った。北側には半円形の噴火口の跡が切れ落ちており、荒 し々い岩塊と硫黄
を含んだ砂礫に600～800年前までの火山活動に思いを馳せた。ここから南の円錐形の赤岳まで、細長く嶮しい岩稜の頂が続いており、ここから
登山初日の後半のスタートを切った。
　岩礫の広い稜線を大小のケルンに導かれて下っていき、硫黄岳山荘の建っている「大ダルミというゆるやかなコルに達した。このあたりは、6～7
月にはヤツガタケキスミレやコマクサといった高山植物が群生する所である。硫黄岳山荘は浩宮殿下が御登山された際、宿泊されたところでトイ
レはウォッシュレット、便座暖房という山小屋にしては豪華なものであった。ここで昼食をすませた後、赤茶けた砂礫の道を進み、台座の頭（2,795
ｍ）に達した。やせた稜線の東斜面に這うように自生するキバナシャクナゲが目に触れだすと、眼前にはいくつもの岩稜が立ちはだかるようになった。
横岳は7つの小さなピークを総称したもので、クサリやハシゴの連続で、気の緩む時もない。慎重にクリアして主峰の奥の院（2,829ｍ）に達した。眼
下には「大同心」「小同心」、赤岳鉱泉と行者小屋、そして美濃戸中山（2,387ｍ）を挟んで北沢と南沢が下流へと続いているのが見えた。ひと息
入れた後、なおも両側が切れ落ちた岩稜を慎重に進み、三叉峰（2,825ｍ）へ達した。杣添尾根を東に分け、鉾岳、日ノ出岳を越すまで、クサリ、ハ
シゴの多い岩稜帯の中を岩をホールドしながら時間をかけて進んでいった。日ノ出岳を東から巻いて前方を見ると、本日宿泊する赤岳天望荘の
向こうにひときわ雄 し々い赤岳がそびえており、東から沸き立つ雲が稜線を境に風に押し返される風景は山荘と相俟って、何か仙人郷を垣間見て
いるような心境になった。二十三夜峰の岩峰の傍を過ぎ、行者小屋から直登の地蔵尾根の道を右から合わせて程なくして、山荘に辿り着いた。夕
食は山小屋には珍しくバイキング形式であった。外に出てみると、月夜・星空のなか頂上小屋の灯りが幻想的であった。前日の最低気温は氷点下
3度、最高気温は1度であったという。3人で個室をとり、眠りについた。 （続く）

12月お祝い行事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    

本日のメニュー（12月５日）　
かぼちゃのヴルーテ　ブラックタピオカと大山ベーコンのクリスティヤン
牛フィレ肉のポワレ　オリーブとバジル風味のサバイヨン　アンショアのエッセンス
ミックスグリーンサラダ　　　シェフ特製デザート　　　コーヒー　　　ホテル特製パンとバター

次回のメニュー（12月12日（ヘルシー和食））　
牛肉柳川丼（笹がき牛蒡・玉葱・三つ葉・玉子（粉山椒））
汁物　けんちん汁（豆腐・なめこ・椎茸・短冊大根・人参・刻み葱）
小鉢（烏賊・分葱ぬた和え・紅立）　　　香の物（三種盛り）　　　果物（季節の果物）

例会情報例会情報

丹治会員

髙倉会員

川西会員

平松会員

小橋会員

原田会員

新倉会員

川本会員

入江会員

日笠会員

山田会員

花房会員

市川会員

鴻上会員

岡本（和）会員

堀川会員
高橋（裕）会員

冨部会員

岡村会員

小松原会員

相原会員

氏房会員

塩飽会員

中西（広）会員

柏野会員

小松会員

木本会員

南葉会員

藤岡会員

大饗会員

小菅会員

樋口会員

竹本会員

横山会員

原会員

渡辺会員

高橋（峯）会員

中西（敏）会員

福元会員

西山会員

河田会員

梶谷会員

山下会員

鴨井会員

岡本（浩）会員

西岡会員

会　員　誕　生 配　偶　者　誕　生 結 婚 記 念 日
氏　　名

岡　村　秀　男
福　元　裕　之

年月日
S12.12.29
S45.12.27

氏　　名
平　松　　　信

配偶者名
洋子

月日
12/5

氏　　名
南　葉　幸　雄
山　下　浩　一
堀　川　辰　也
中　西　敏　子

年月日
12.20
12.24
12.10
12.10


	

